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イベント概要 
 
[企業名]  株式会社 LIXIL 
 
[企業 ID]  5938 
 
[イベント⾔語] JPN 
 
[イベント種類] アナリスト説明会 
 
[イベント名]  インパクト説明会 
 
[決算期]   
 
[⽇程]   2025 年 4 ⽉ 4 ⽇ 
 
[ページ数]  52 
  
[時間]   14:00 ‒ 15:31 

（合計：91 分、登壇：51 分、質疑応答：40 分） 
 

[開催場所]  インターネット配信 
 
[会場⾯積]   
 
[出席⼈数]   
 
[登壇者]  6 名 

取締役 代表執⾏役社⻑ 兼 CEO  瀬⼾ 欣哉（以下、瀬⼾） 
社外取締役 取締役会議⻑ 兼 指名委員会委員 兼 報酬委員会委員 
兼 ガバナンス委員会委員   ⻄浦 裕⼆（以下、⻄浦） 



 
 

 

サポート 

⽇本    050-5212-7790      
フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

2 
 

執⾏役専務 LIXIL Housing Technology (LHT) 担当 
吉⽥ 聡 （以下、吉⽥） 

執⾏役専務 LIXIL Water Technology (LWT) Japan 担当 
⼤⻄ 博之（以下、⼤⻄） 

常務役員 R&D LIXIL International リーダー 
栗本 博司（以下、栗本） 

常務役員 IR 室 室⻑    川合 綾 （以下、川合） 
 

[アナリスト名]* SMBC ⽇興証券    川嶋 宏樹 
三井住友トラスト・アセットマネジメント ⽵川 克彦 

*質疑応答の中で発⾔をしたアナリスト、または質問が代読されたアナリストの中で、
SCRIPTS Asia が特定出来たものに限る 
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登壇 

 

 

司会：それでは、定刻となりましたので、株式会社 LIXIL、インパクト説明会を開始いたします。
昨年まではイベントの名称を ESG 説明会としておりましたが、LIXIL のインパクト戦略がどのよ
うに事業戦略に統合され、企業価値の向上を⽀えているかをご説明するというイベントの趣旨をよ
り明確にお⽰しするため、今年からインパクト説明会に名称を変更いたしました。 

本⽇は「SHAPING TOMORROW TOGETHER : 共に未来を創造する」というテーマのもと、当社
のインパクト戦略ならびに R&D 戦略の取り組み、社会や環境に対するインパクトを最⼤化するイ
ノベーション創造への取り組みをご説明いたします。 

それでは、本⽇の説明者を登壇順にご紹介いたします。取締役 代表執⾏役社⻑兼 CEO、瀬⼾欣
哉、常務役員 R&D LIXIL International リーダー、栗本博司、執⾏役専務 LIXIL Water Technology 
Japan 担当、⼤⻄博之、最後に、執⾏役専務 LIXIL Housing Technology 担当、吉⽥聡でございま
す。続いて、Q&A セッションでは、社外取締役 取締役会議⻑、⻄浦裕⼆⽒にもご登壇いただきま
す。最後に、本⽇の司会進⾏を担当いたします、IR 室、川合です。どうぞよろしくお願いいたし
ます。 
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続いて、本⽇の進⾏についてご説明します。本⽇のアジェンダは、画⾯にご覧いただいているとお
りであり、順番に 4 名の登壇者よりご説明いたします。ご説明の最後には、質疑応答の時間を設け
ております。なお、本⽇の説明会終了は、午後 3 時半を予定しております。最後まで、どうぞよろ
しくお願いいたします。 

それでは瀬⼾さん、よろしくお願いいたします。 
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瀬⼾：皆さん、こんにちは。本⽇は、当社のインパクト説明会に参加いただき、ありがとうござい
ます。私たちは LIXIL のパーパスを実現するために、事業活動、事業成⻑を通じた企業価値の向上
と、社会や環境課題の解決におけるインパクト創出の両⽴を推進しております。 

その実現のために重要な役割を担うのが、このスライドで⽰している LIXIL Playbook です。そし
て、その LIXIL Playbook を⽀える基盤になります。LIXIL Playbook は、従業員が優先して取り組
むべき課題と戦略推進における役割を明確にしたものです。そして、従業員の価値活動の原動⼒と
して位置づけており、LIXIL を⽀える基盤を強化していくことが⼤切です。 

当社のインパクト戦略は、緊急性の⾼い世界的な社会課題に対し、LIXIL が専⾨性を活かして⼤き
なインパクトを⽣み出すことができる三つの優先取り組み分野をこの図のように定めております。
このインパクトを⽣み出すのに必要なものが、イノベーションの創造です。 

LIXIL は、住まいの夢を実現する製品やサービスを提供し、毎⽇、世界で 10 億⼈以上の⼈々の暮
らしを⽀えています。研究開発の取り組みによって、イノベーティブな商品やサービスを創出し、
当社の事業価値の向上、ひいては⻑期的なパーパスの実現を⽬指しています。 

 

LIXIL は、常に時代のニーズを捉え、数々の⾼付加価値で差別化されて、⾰新的な製品を過去⽣み
出してまいりました。これらの製品は、LIXIL が国内外事業領域を問わず、研究開発を通じて蓄積
した技術によって⽣まれたものであり、社会や環境にインパクトを与えながら当社の持続的な成⻑
を⽀えています。 
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LIXIL は、このイノベーションという部分に関して、特に先ほどの Playbook にあるとおり、環境
や社会に貢献するものにしていこうということで Playbook でも定め、この数年間、環境社会に貢
献するような素晴らしい商品を数々⽣み出してまいりました。 

今後も Playbook の優先課題を推進していく上で必要な研究開発投資を継続的に⾏い、差別化製品
のラインナップ拡充と新たなコア事業の創出を加速させていきます。 

 

そうした体制を⽀えていくグローバルな R&D の体制に関してご説明します。具体的には、LIXIL
を⽀える基盤としてグローバル R&D 体制、これは特に、⽔まわりに関しまして、⽇本と海外の⼈
材における D&I を推進し、さまざまな視点や価値観を持った従業員がその能⼒を⼗分に発揮でき
る環境をつくってまいりました。 

もちろん LHT に関しましても、今後はアジアを中⼼にさまざまなアイデア、アジアの考えを⽇本
に持ってくるといったことをして、海外と⽇本の間で D&I、多様な⼈材を持ちながら新たな製品を
つくっていこうと思っています。 

この研究開発においては、グローバル R&D 体制を構築し費⽤対効果を最⼤化するだけでなく、グ
ローバルでの事業展開をしている強みを最⼤限に活かし、各地域のニーズに合わせてタイムリーな
製品開発を実現していきます。 
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また、多様化する顧客ニーズに応え、変化に柔軟に対応できる組織を構築する上で、D&I によって
もたらされる多様なグローバル⼈材が重要であり、価値創造の原動⼒であることは昨年の ESG 説
明会でもご説明したとおりです。 

同様に、グローバルなネットワークを通じて、最新技術やノウハウを獲得し、競争⼒の強化につな
げていきます。そして当社 Playbook の優先課題として挙げている環境戦略の事業戦略への統合に
おいても、鍵となるのが環境問題など、地球規模課題の解決に貢献する技術開発です。 

例えば、環境問題の解決に向けた代表的な製品として、循環型低炭素アルミ「PremiAL」、循環型
素材「レビア」などが挙げられます。いずれもグローバルな低炭素、循環型社会の実現に⼤きく貢
献するものです。グローバルな視点で研究開発に取り組み、事業基盤の強化と差別化製品の提供拡
⼤による社会、環境へのインパクトを創出していきます。 

このグローバル R&D 体制を通じて、既存事業における新たな価値の提供と未来を拓くコア事業創
出を推進し、持続的な成⻑を実現してまいります。 

 

先⽇、ドイツのフランクフルトで開催されました世界最⼤級の⽔まわりの国際⾒本市、ISH2025
を視察してまいりました。LIXIL からは GROHE ブランドが、「触れるごとに⽔を楽しむ喜び」を
テーマに⾰新的な製品の数々を出展しており、私も実際に体験することができました。⼿前みそに
なりますけれども、ISH の展⽰の中でも⼀番素晴らしかったのではないかなと考えております。 



 
 

 

サポート 

⽇本    050-5212-7790      
フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

8 
 

モダンで多彩な⾊、デザインの製品群、GROHE SPA、「EVERSTREAM シャワー」、そして施⼯
業者や配管⼯の皆様のニーズに応える製品、これらの充実した展⽰から⽇々の⽔との関わりに変化
をもたらす最新のイノベーションの可能性を感じました。 

特に印象的だったのは、この後、LIXIL International R&D パートで詳細が説明される
「PUREFOAM」です。⽇本とドイツの技術を合わせて⽣まれたこの製品は、素晴らしいデザイン
と⾰新的な機能を兼ね備え、今後の市場において⼤きな差別化要因になる可能性を秘めていると思
います。 

 

 

本⽇の説明会では、当社の事業におけるインパクト戦略ならびに研究開発の取り組みを通じた優先
課題の対応と、社会、環境に対するインパクトの創出についてご紹介します。この後、各部⾨より
イノベーションを通じたインパクト最⼤化に向けた取り組みについてご説明いたします。 

まず、LIXIL International R&D について、R&D LIXIL International リーダーの栗本さんからご説
明いたします。次に、LWTJ について、LWTJ リーダーの⼤⻄さんからご説明いたします。続い
て、LHT について、LHT リーダーの吉⽥さんからご説明いたします。そして、説明会の最後には
参加者の皆様からのご質問に答える Q&A セッションを設けています。今回は、当社の社外取締役
である⻄浦さんにもご参加いただき、冒頭でイノベーション創出に関連しての取締役会の関わりに
ついてお話いただきます。 
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それでは、本⽇はよろしくお願いいたします。 

司会：ありがとうございました。続きまして、この後、常務役員 R&D LIXIL International リーダ
ー、栗本より、LIXIL International R&D におけるイノベーションを通じたインパクト最⼤化に向
けた取り組みについてご説明いたします。栗本さん、よろしくお願いいたします。 

 

栗本：LIXIL International R&D の栗本です。よろしくお願いします。 

まず初めに、R&D、研究開発拠点の紹介です。われわれのチームは、三つの⼤陸、9 カ国、18 拠
点の多様なメンバーで構成されています。世界各国で消費者のニーズが異なる中、差別化された製
品や新たな価値を世界に創出しております。 
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われわれの重要な役割は、海外における⽔まわり事業の成⻑に貢献することです。昨年度発売した
数多くの新製品は、GROHE ブランドで 60、American Standard で 13、INAX では 5 カ国と、世
界中でご愛顧いただいております。 

また、LWT Japan との協業でイノベーションを加速させ、リピートビジネスといったコア事業を
創出してきました。 
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R&D の活動ですが、⼤きく基礎研究と製品・技術開発に分かれます。今後は、より差別化された
⾼付加価値の製品を開発するために、基礎技術研究に社内リソースを配分いたします。また、サプ
ライヤーや外部機関との連携によって、効率的に新たな技術開発も⾏い、グローバルでの活⽤を進
めます。 

⼀⽅で、われわれの製品は国ごとの⽣活習慣やインフラに密接に関わっておりますので、最終的な
製品化においては、エンドユーザーの声を取り⼊れながら、ユーザー価値の⾼い製品を各国に提供
してまいります。 

 

開発活動の最上流である基礎技術研究、こちらにおいては⽇本との協業を加速させております。ま
た、この活動⾃⾝がグローバル⼈材の育成も兼ねており、LIXIL International では、4 ⽉ 1 ⽇から
リサーチ部⾨を発⾜させましたが、⽇本からも数名参加しております。今後は、先⾏技術開発分野
でも⽇本との協議を進めて、より多くの機能部品やプラットフォーム、これらを⽇本を含むグロー
バル市場で展開したいと考えております。 
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イノベーションを加速させるための取り組み、⼆つを紹介させていただきます。⼀つは、先ほど申
し上げた研究部⾨、リサーチチームの発⾜です。既にいくつかの重要な研究テーマを割り当ててお
り、内外部のパートナーと協業しながら、中⻑期の視点で新たな技術開発を進めてまいります。今
後 5 年以内には随時、製品への転⽤を⽬指していきます。 

さらに今週、中国の広州に国際コンピテンシーセンターを開設いたしました。現地では、サプライ
ヤーとの協業により、短期間に新たな技術を含め、欧⽶を含めグローバルに展開してまいります。
また、現地で迅速に意思決定が⾏えるように、調達やサプライチェーンを含むクロスファンクショ
ナルなチームで運営いたします。 
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われわれの強みは、世界中の異業種を含むパートナーと協業することです。活動事例を紹介いたし
ます。昨年、コペンハーゲンで⾏われたイノベーションサミット、またドイツの最⾼峰の⼯学系⼤
学である Aachen ⼤学の AI 協議会、こちらに参画しております。他業種とのコラボレーションに
よるイノベーション創出の可能性、また、AI が開発プロセスに与える影響、これらについて協議
を開始しております。 

また、⼀例は社内の活動となりますが、従来、北⽶、ヨーロッパ、アジアと地域ごとに⾏ってきた
新技術のアイデア活動会、これを HYPE 社に協⼒いただきながら、⽇本からも参加者を募り、グ
ローバル規模で開催いたしました。単にデジタル化するだけではなく、全地域からの参加者がオー
プンに、透明性をもって議論やアドバイスができるプラットフォームを設けました。社内投票で評
価の⾼かったアイデアの研究開発を随時進めていきます。 
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ここから、具体的な事例を踏まえて、LIXIL Playbook の実践について紹介してまいります。まず
は環境戦略です。 

 

欧州で⼆つの環境配慮型商品をローンチいたします。「EVERSTREAM」と「Heat Recovery」で
す。これらの製品は、3 ⽉に⾏われた国際的展⽰会、ISH で発表いたしました。それぞれについて
簡単にご説明いたします。 
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「EVERSTREAM」ですが、シャワーを浴びた後のお湯を循環し、再利⽤いたします。そのため、
⾮常に⾼い節⽔・節電の効果を⽣みます。いったん循環モードがスタートしますと、⼀切の追加の
⽔は必要なく、内蔵のヒーターで少し温度を温めるだけで快適なシャワーを浴び続けることが可能
となっております。 

また、全ての部品を既存のシャワーフレーム、こちらに組み込むことで、オールインワンパッケー
ジで供給いたします。標準の施⼯を採⽤し、⼤がかりな⼯事は必要なく、またメンテナンスも容易
にいたしました。 
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「Heat Recovery」は、「EVERSTREAM」と⽐べるとシンプルな機構です。シャワーの後のお湯
の熱エネルギーだけを再利⽤し、⽔を温めます。温まった⽔とお湯を混合することで、お湯の量を
削減し、節エネをすることができます。こちらも「EVERSTREAM」と同様に、既存の⾃社のシャ
ワーフレームに全てのシステムを組み込んでおりますので、⾮常に⾼い施⼯性、メンテナンス性を
実現しました。 
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これはあくまでも⼀例となりますが、「EVERSTREAM」では、1 回のシャワーで使うコストを
70%、Heat Recovery では 48%削減することができます。昨今、欧州ではエネルギー価格の⾼騰を
受けて、シャワーの時間を短縮したり、節⽔化したりすることで浴び⼼地を犠牲にしていました
が、これら⼆つの製品は、快適さを犠牲にすることなく節エネが可能となっております。 

 

次に、新たなコア事業の創出についてご説明いたします。 
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GROHE PUREFOAM、KINUAMI です。 

既に⽇本の商品はご存じの⽅もおられるかもしれませんが、これは⽇本の技術をグローバルに転⽤
した事例となります。まずは動画にてグローバルモデルの紹介をいたします。 

映像：（GROHE PUREFOAM グローバルモデル） 
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単に⽇本の技術を転⽤するだけではなく、既存のシャワーシステム、これと組み合わせることでさ
らに製品価値を向上させています。また、特別に配合した専⽤のソープを五つ⽤意することで、シ
ャワーを浴びるときの気分や、また朝、夜といった時間によってソープを使い分けることをするこ
とによって特別なシャワー体験を提供することができます。 

 

詳細の説明は省きますが、例えば、繊細で濃密な泡を簡単につくるといった⽇本の技術は踏襲しつ
つも、GROHE のデザイン DNA、これを盛り込み、また泡の供給時間をタイマーで制限するなど、
使い過ぎを防ぐといったサステナブルの機能も盛り込んでいます。 
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最後となりましたが、地域、国ごとに異なる節⽔や安全な⽔へのアクセスといった環境課題に取り
組み、今後もイノベーションの創出に注⼒し、新たな価値の探求を続けてまいります。 

私からの説明は以上となります。ご清聴ありがとうございました。 

司会：ありがとうございました。続きまして、執⾏役専務 LIXIL Water Technology Japan 担当 ⼤
⻄より、LWTJ におけるイノベーションを通じたインパクト最⼤化に向けた取り組みについてご説
明いたします。⼤⻄さん、よろしくお願いいたします。 
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⼤⻄：皆さん、こんにちは。LIXIL Water Technology Japan の⼤⻄です。これから、LWTJ におけ
るインパクト戦略、そしてイノベーション創出の取り組みについてご説明いたします。 

最初に、LIXIL の⽔まわり・タイルの事業というのは、実は昨年度がちょうど 100 周年でして、そ
の 100 年の歴史、そこで培われてきたコア技術というものがあります。まずそこをご紹介いたし
ます。 

もともと、そのコア技術の起源というのは、このチャートの左側に⽰しております通り、衛⽣陶器
やタイルといったセラミック技術になります。こちらのセラミック技術を核に、さまざまな時代や
ニーズの変化に対応しながら、100 年にわたってイノベーションを⽣み出し続けてきました。 

こちらのスライドには、これまでの 100 年の間のティピカルなイノベーションによって⽣まれた
商品群が⽰されています。このたくさんの商品群は、イノベーションからもとに⽣まれたものでし
て、そのイノベーションの特に重要なコア技術がこちらにあります、SMART AQUA、NANO 
TECH、そして SPACE & HUMAN SCIENCE、この三つでございます。 
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それでは、その三つのコア技術について、順番にご説明をいたします。まず、SMART AQUA。⽔
の多様な特性を⽬的に合わせて賢く活⽤するというのがこの技術の特徴です。例えば、皆さんのご
⾃宅であったり、公共の場であったり、さまざまなところで LIXIL の⽔まわりの製品を⾒かけるこ
とがあるかもしれません。そうしたいろいろな⽔まわりの製品に、いずれにもコア技術、この
SMART AQUA が活⽤されています。 

まず、左側の「SATIS」、これは⽔の出し⽅、それからこれは実は泡なんですけど、泡を使うこと
によって、トイレ⾃らが⾃分を掃除する、そしてきれいが続くといった特徴を持ったタンクレスト
イレでございます。 

真ん中が「ナビッシュ」。これはキッチンの⾃動⽔栓でして、⽔栓に触れなくてもセンサーに⼿を
かざすだけで吐⽔オン、オフができると、そういう商品でございます。 

⼀番右側が「オートマージュ」。これは公共の場での⾃動⽔栓、駅やデパートで⾒たことがあるか
もしれませんが、こちらも⼿をかざすだけでオンオフができるということと、最⼤の特徴は、この
「オートマージュ」は⽔の流れを使って⾃家発電をすると。つまり電源がなくてもサステナブルな
使い⽅ができるという⼤きな特徴があります。 
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次に、NANO TECH。素材をナノレベルで化学して、その機能性と美しさを実現するといった技術
です。この NANO TECH を活⽤した商品として、「エコカラット」、それから浄⽔カートリッジ
があります。 

まず、左側「エコカラット」です。空気中にあります湿気とか匂い、これをこの「エコカラット」
という建材が吸着をするという特徴を持っています。お家のお部屋の中の壁、ホテルとかレストラ
ンとか、さまざまな公共の場でも壁材として使われています。電気エネルギーとか、そういうエネ
ルギーを使うことなく、この素材そのものが⾃然と⼼地よい空気環境をつくり出す、そんな特徴が
あります。 

それから、右側が浄⽔カートリッジですが、こちらは冒頭申し上げた当社の最⼤のコア技術であり
ますセラミック、それからセラミックに端を発した活性炭の造粒技術、こういったものをハイブリ
ッド化してつくり出したカートリッジでして、⾼度に⽔を浄化するものです。⽔道⽔に含まれるさ
まざまな不純物をしっかり除去して、安⼼・安全なお⽔をお届けすることができます。 
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最後になりますけど、SPACE & HUMAN SCIENCE。これは空間における商品の納まりであると
か、⼈の⾏動とか⼼理、そういったものを捉えて価値を創造していく技術でございます。代表的な
ものには、「らくパッと収納」と「アクアフィール」があります。 

「らくパッと収納」、向かって左側です。これはキッチンの収納ですが、てこの原理を応⽤した機
構がこの収納に付いておりまして、軽い⼒で収納を開けて取り出すことができる、引き出しを開け
て取り出すことができると。たとえ⼒の弱い⾼齢者の⽅であっても、必要な調理道具等を⼿間な
く、負荷なくパッと取り出せると、そういった技術です。 

それから、右側が「アクアフィール」（肩ほぐし湯）です。実際に⼈間がマッサージする動作、そ
れから効果というものを、⼈間の代わりに⽔の流れで実現するものです。ウェーブ状の⽔流を肩の
緊張しやすい部分、凝りやすい部分にリズミカルに当てることで、マッサージと同じ効果を⽔流で
つくり出すものです。特にポイントになるウェーブ状の⽔流は、電気的な制御を⾏うものではな
く、⽔量⾃体が持っている運動量を利⽤してつくり出したというところが当社の独⾃の技術であり
ます。 

このように、LWTJ では三つのコア技術、SMART AQUA、NANO TECH、そして SPACE & 
HUMAN SCIENCE、これらを活かして商品の差別化、それからお客様へ新しい価値をつくって提
供することを続けてまいりました。これらの三つの技術が、イノベーション創出の⼀番のポイント
となります。 
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さて、イノベーションの創出ですが、⼿当たり次第にいろいろとやっているわけではありません。
今出ているスライドは、LWTJ におけるイノベーションの創出指針であります。向かって左側、当
社が持っている内的な強み、つまり DNA であったり、これまでのテクノロジー、それからデザイ
ンの原理原則、そういったものをしっかり持っているという強みと、右側の外部、つまり社外環境
から当社が受けるさまざまな影響。こういったものをしっかりと⾒据えまして、特に注⼒する領
域、イノベーションとして注⼒する領域を三つ特定しております。 

⼀つが、⾃然のポテンシャルと Sustainability を追求すること。そして、次が関わる全ての⼈間の
Health & Well-being を追求すること。そして三つ⽬が、住環境の価値を⾼める Urbanization の追
求であります。 

Urbanization という⾔葉は難しいかもしれませんので分かりやすいように⾔うと、例えば今、⽇本
の住宅は、だんだん地⽅から都市へ集中しています。⾼齢化が進むと、やはり便利な病院に⾏く、
駅に⾏く等々、利便性の⾼い都市で⼈⼝が集中するのは⾃明の理ですが、都市に来れば来るほど住
宅の⾯積、居住⾯積は少なく、狭くなるわけですね。ただ、狭くともより快適に、それから⾼齢に
対してユニバーサルに住んでいただけるような、そういったものを追求するのが、この
Urbanization の追求ということになります。 
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続いて、そのイノベーションを最終的に新商品にしていくという、この価値創造のプロセス、それ
を担う組織について少し触れたいと思います。 

先ほど申し上げた三つのイノベーションの注⼒領域から出てきたものを、商品開発に移⾏させてい
くというプロセスを保守的に書いたものが、このスライドになるわけです。上段のリサーチ・要素
技術研究、これは具体的に⾔うとトレンド調査だったり、⽣活者の価値研究であったり、そしてコ
ア技術の研究であります。ここがいわゆる研究開発に近いところでして。ここを、先ほど栗本から
も説明があったように、従前⽇本が強みとして持っていたところでございますが、今や⽇本と
LIXIL International が⼀体的な運⽤となって、グローバルでこの取り組みを進めているというとこ
ろです。 

この要素技術研究から⽣まれてきたポテンシャルのある技術、それから実現性にめどが⽴ってきた
技術、そういったものがいよいよ下段の商品開発、ブルーのラインで引っ張ってあるところに進ん
でいくと、こういう流れになっています。 

商品開発だけに集中すると、新しい価値創造というものがなかなかできにくい、モデルチェンジに
終始してしまうと。そうではなくて、われわれとしては上流のこの新しい価値を⽣み出す要素技術
研究に全社として⼒を⼊れているということでございます。 



 
 

 

サポート 

⽇本    050-5212-7790      
フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

27 
 

 

今説明したイノベーションの創出指針であったり、価値創造のプロセスだったり、そういったもの
に沿って開発してきた、特に最近の社会や環境にインパクトを与える商品を、ここからご紹介させ
ていただきます。 

まず⼀つ⽬は、今出ている「Greentap」。これは端的に⾔うと、⾃宅のキッチンの⽔栓から冷え
たミネラル in ウォーターが出てくると、それが最⼤の特徴、メリットでございます。昨年の 3 ⽉
29 ⽇に発売したばかりでございます。 

従前よりも安全性が⾼くて、よりおいしい⽔を好きなときにご提供できる、飲むことができるのが
特徴でして。これは LIXIL が持っています浄⽔と冷⽔の技術、それから、実はこれはサントリーさ
んと共同開発した商品なのですが、サントリーさんが持っている美味開発技術、これを掛け合わせ
てできたのがこの商品でございます。安全性が⾼くておいしいだけではなくて、環境観点で⽔の持
続性を追求している、そういう商品でございます。 
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この商品は、社会や環境への今懸念がされているということで取り沙汰されています PFAS（有機
フッ素化合物のうち、ぺルフルオロアルキル化合物及びポリフルオロアルキル化合物の総称）、こ
ちらのほうにも対応しておりまして。その点少し解説をいたしますと、昨今、発がん性とか、⼦ど
もさんへの発育の影響という⾯で、この PFAS が取り沙汰されています。具体的に⾔いますと、
PFAS の中のこの PFOS（ペルフルオロオクタンスルホン酸）だったり、PFOA（ペルフルオロオ
クタン酸）だったり、こういった化学物質が有害だとされているわけですが、当社の浄⽔器では、
こちらを 80%以上除去できるということで、安全性の⾼い、安⼼したお⽔を提供できるというこ
とです。 

この浄⽔の機能を実現するために、当社のコア技術が使われているわけでして。スライドの右にあ
りますが、このカートリッジは三つの構造でできています。芯材がセラミック、それから次に活性
炭を造粒しフィルターにしたもの、最後は不織布といった、この三つのフィルターを組み合わせる
形でつくった、⾮常に⾼性能なフィルターでございます。これが当社の独⾃の技術であるというこ
とです。 

それから、このセラミックフィルターには、実は抗菌性能を付与しております。その抗菌性につい
ても、⽇本で公的な認証機関である SIAA、抗菌製品技術協議会の認証をしっかりといただいた商
品でございます。 
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続きまして、シャワートイレの「ビデ専⽤ノズル」です。実は LIXIL のシャワートイレはノズルが
2 本あります。おしり専⽤とビデ専⽤です。ポイントは、このビデ専⽤であります。このビデ専⽤
は、⼥性専⽤のノズルでございまして。⼥性のために快適な⽣活、ライフスタイルをサポートして
いく、いわゆる今、はやりのフェムケアの商品であります。 

おしりのノズルとビデを分けることで、⼥性の⽅により安⼼して、衛⽣的な効果をご提供しようと
いうものです。また、ビデ専⽤ですから、ビデならではの柔らかい使い⼼地だったり、幅広い洗浄
範囲だったり、そういったものを併せて実現をしています。 
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こちらのシャワートイレの「ビデ専⽤ノズル」ですが、⼥性の困りごとに対応するフェムケア商
品、今世の中にさまざまなフェムケア商品というのが出ております。そして、そのフェムケア商品
に対して、Femtech Japan Award が毎年⾏われており、直近のアワードの 2024 年において、こ
れで 2 年連続になるのですが、SILVER（銀賞）を受賞しております。 

この「ビデ専⽤ノズル」でもって、⼥性の⽅々に、思春期から更年期、⽼年期と、さまざまな⽣活
のフェーズで、困りごとやニーズにしっかりとお応えしていく、その結果、⼥性の社会の進出を少
しでもサポートしていける、そういう社会的な価値をつくり出している商品でございます。 

LIXIL の国内のシャワートイレは、直近の 1 年で売上が好調に伸びておりまして、前年⽐でも 5%
以上の伸びを実現しております。今後もこの当社独⾃の「ビデ専⽤ノズル」を、しっかりと認知、
訴求することで、この成⻑をもっともっと加速していきたいと考えております。 

さて、それでは先ほど Femtech Japan Award の話をしたのですが、Femtech Japan Award の主
催者である Femtech Japan の野⼝様から、この「ビデ専⽤ノズル」について評価の声をいただい
ております。そちらをこの後、動画でご覧いただきます。 

映像：（Femtech Japan 野⼝様から「ビデ専⽤ノズル」についての評価の声） 
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⼤⻄：冒頭にもご説明しました、三つのコア技術、SMART AQUA、NANO TECH、そして SPACE 
& HUMAN SCIENCE、これらは過去から連綿と受け継がれて育てられてきたものです。時代とと
もに実らせる実、今少し⽊を模した絵を出していますけれど、根っこのところに三つのコア技術が
あります。この根っこのコア技術を要素として⽊を育て、最終的に実が実る、この実というのは、
アウトプットとして商品になるわけですけれど。その三つのコア技術は変わりませんが、そのアウ
トプットの商品は、これからもどんどんと変化というか進化を続けていきます。 

LIXIL の経営の主題であります「環境戦略の事業戦略への統合」、これを強くしっかり意識しなが
ら、引き続きこの三つのコア技術をブラッシュアップしてイノベーションを起こし続けてまいりま
す。そして、国内海外両⽅の事業の拡⼤、成⻑にますます貢献してまいりたいと考えています。 

私からの説明は以上となります。ご清聴どうもありがとうございました。 

司会：ありがとうございました。それでは最後に、執⾏役専務 LIXIL Housing Technology 担当 吉
⽥より、LHT におけるイノベーションを通じたインパクト最⼤化に向けた取り組みについてご説
明いたします。吉⽥さん、よろしくお願いいたします。 
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吉⽥：皆さん、こんにちは。LIXIL Housing Technology の吉⽥でございます。これから LHT にお
けるイノベーションを通じたインパクトの最⼤化に向けた取り組みについてご説明させていただき
ます。 

LHT では、LIXIL の戦略である Playbook と環境ビジョン 2050 の実現に向け、環境と事業を統合
したビジネスモデルの構築を推進しています。具体的には、事業活動を通じて企業価値の向上と世
界的な社会課題を解決していくことを⽬指しています。そして、そのために、新しい素材、新しい
技術の研究開発に注⼒しています。 
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LHT は、ドイツのデュッセルドルフにリサーチ拠点を構え、世界中の最先端の技術や最新トレン
ドに関する情報を収集しています。特にサステナビリティにおいて、世界の先端を⾏く欧州の情報
を常に取り⼊れながら、タイや⽇本の R&D センターにおいて、多様な⼈材によるイノベーション
を創出する研究開発を⾏っています。 

私たちの研究所では、未来洞察と各事業の戦略を深く理解し、環境貢献と利益貢献の両⽅を両⽴す
ることを意識した価値創造を⽬指しています。こうした取り組みを通じて、環境と利益の両⽅のイ
ンパクトを拡⼤する⾰新的な技術、循環型低炭素アルミ「PremiAL」と循環型素材「レビア」とい
う新たなイノベーションを⽣み出しました。 
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新たに⽣み出した私たちの環境価値は⾼く評価され、昨年 11 ⽉にアゼルバイジャンで開催された
COP29 において、⽇本政府からの要請を受けて、他社には簡単には模倣できない独⾃性を持った
価値を世界に向けて発信する機会を得ました。 

LIXIL として現地での参加に加え、さらに COP29 の最⼤の⺠間イベントであります Sustainable 
Innovation Forum にも協賛し、動画コンテンツやインタビュー記事を通じて LIXIL の環境戦略に
ついて詳細をご説明しました。 

特に低炭素循環型社会への貢献が期待される主⼒商品であります、「PremiAL」と「レビア」は、
各国政府関係者を含む多くの参加者から⾼い評価をいただきました。 
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それでは、ここからは LHT の環境戦略の内容について、より詳細にご説明させていただきます。
世界的に喫緊の課題であります気候変動への対策として、脱炭素化への動きが加速しています。中
でも建設部⾨は、全世界の CO2 排出量のうちの約 37%を占めており、低炭素社会の実現のために
は、建設物の CO2 排出量の削減が不可⽋となっています。 

また、建築業界において、建設から回収、解体まで、建築物の⽣涯を通じた CO2 排出量でありま
すホールライフカーボンの削減が注⽬されています。⽇本政府においても現在、⼀定規模以上の新
設建築物の建築主などにライフサイクルアセスメントを通じて、建築物の CO2 ⽣涯排出量の算出
を求める制度の検討を開始しています。 

LHT では、オペレーショナルカーボンの削減に向けた取り組みの⼀つとして、住宅の⾼断熱化、
開⼝部の⾼性能化に取り組んでおります。国内の新設住宅着⼯⼾数は縮⼩傾向にあり、リフォーム
市場に期待が寄せられておりますが、昨今では政府による 1,000 億円を超える⼤型の補助⾦の後押
しもあり、開⼝部を含めた住宅の断熱リフォームに対する需要が⾼まっております。こういった政
府や社会の動きに応えるソリューションを提供することは、私たちのビジネスにとってもとても⼤
きな機会だと考えております。 

さらに LHT では、オペレーショナルカーボンだけではなく、エンボディドカーボン削減に貢献で
きる取り組みも両輪で進めております。製品の主原料にリサイクル材の活⽤など、低炭素な素材を
利⽤すること、すなわちエンボディドカーボン削減できる技術の確⽴、製品を提供しております。 
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それを代表する当社のソリューションの⼀つが、循環型低炭素アルミ「PremiAL」です。アルミニ
ウムは新地⾦を精錬するときには多くの電気を必要としますが、スクラップをリサイクルし、再利
⽤することにより、その CO2 排出量を⼤幅に削減することができます。 

その⼀⽅で、多様な種類の合⾦の回収や選別などの困難さにより、世界的に⾒てもアルミスクラッ
プの活⽤はあまり進んでおりません。⽇本国内においても、展伸材のリサイクルはスクラップに含
まれる不純物除去など、⾼度な技術を必要とするため、2019 年時点では市場全体の約 10%程度に
とどまっています。 

しかし、LIXIL では 25 年以上にわたり、CO2 排出量削減につながるアルミのリサイクル技術の研
究を進めてまいりました。⻑年培ってきた製造ノウハウと、⻑年にわたり築いてきたサプライヤー
様との強固なパートナーシップによるアルミスクラップの安定調達により、循環型低炭素アルミ
「PremiAL」という新しい価値が誕⽣しました。 

また、「PremiAL」シリーズは現在、⽇本の国内⼯場にタイ、ベトナムを加えたグローバル全ての
アルミ材料⼯場で建設時に使⽤する建材の環境への影響に関する第三者認証を取得し、量産してお
ります。 

LIXIL では、2031 年 3 ⽉期までに私たちが供給する製品のリサイクルアルミの使⽤⽐率を 100%に
する⽬標を掲げております。LIXIL のアルミリサイクルに関する取り組みは、環境負荷低減と事業
成⻑の両観点において世界に誇れるものであり、他社には容易に模倣できない LIXIL の
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「PremiAL」は環境へのインパクトが⾼く評価され、国内外のさまざまな施設、店舗などに加え、
建築業界以外の産業品などで採⽤が進んでおります。 

本⽇は、「PremiAL R70」をビル⽤建材として国内で初めてご採⽤してくださいました⼤成建設様
より、採⽤を決定された戦略的な理由や評価の声をいただいております。それでは動画をご覧くだ
さい。 

映像：（⼤成建設様より「PremiAL R70」の採⽤を決定された戦略的な理由や評価の声） 

 

吉⽥：「PremiAL」の他にも、資源の循環利⽤に向けた取り組みの⼀つとして、廃プラスチックを
活⽤した循環型素材「レビア」があります。「レビア」は、これまで再資源化が困難とされ、埋め
⽴て、焼却処理せざるを得なかった海洋プラスチックをはじめとするほぼ全ての種類の廃プラスチ
ックと廃⽊材を原料とすることができる循環型の素材となります。 

「レビア」1 トンの製造⼯程で排出される CO2 の排出量と同量の廃プラスチックや廃⽊材が焼却処
理された場合の CO2 排出量を⽐較しますと、82%の CO2 排出量の削減につながります。今後は、
「レビア」においても原材料を⻑期的かつ安定的に調達するためのエコシステムの構築が必要なこ
とから、昨年度末の 3 ⽉末には三重県津市とプラスチック資源循環推進に関するパートナーシップ
協定を締結いたしました。 
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これによって、地域の家庭で排出された廃プラスチックを原料として、同地に所在します弊社の久
居⼯場で製品化し、地域の物件にご採⽤いただくことで、持続可能な循環型社会の構築に貢献する
ことが可能となります。 

私たちは、今後も社会や地域の⼀員として、お客様、地域社会、ビジネスパートナーおよび従業員
などの幅広いステークホルダーと連携し、事業活動を通じた環境や社会のさらなる発展に向けた取
り組みを進めてまいります。 

私からの説明は以上となります。ご清聴ありがとうございました。 

司会：ありがとうございました。当社からの本⽇のご説明は以上となります。  
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質疑応答 

 

司会 [M]：続きまして、質疑応答のお時間とさせていただきます。 

会場の準備をしている間、質疑応答の流れについてご説明させていただきます。まず、投資家の皆
様からのご質問をお受けし、続いて報道関係の皆様からのご質問をお受けする流れとなります。よ
り多くの⽅にご質問いただくため、質問は 1 回につき 2 問までとさせていただきます。頂戴したご
質問につきましては、こちらにご登壇のメンバーより回答いたします。 

まず初めに、参加者の皆様からご質問をお受けする前に、この Q&A セッションからご登壇いただ
いています社外取締役の⻄浦さんに向けて、取締役会の関わりに関連するご質問を私からさせてい
ただきます。 

川合 [Q]：LIXIL では、多様な⼈材によるグローバルな R&D 体制を構築しています。これによ
り、変化するニーズと社会課題に対応しながらイノベーションを創出し、持続的な成⻑を⽬指して
います。当社のイノベーション創出の重要性および必要な経営資源、⼈材、技術、投資などについ
て、取締役会がどのように関わっているかお聞かせいただけますでしょうか。 

⻄浦 [A]：まず、取締役会の運営の⼒点、これを実は最近変えました。少し前まではガバナンス体
制の再構築、ここが焦点でしたけれども、今現在は、いかに持続的成⻑を果たしていくのか、ここ
に焦点を当てながら運営するようにしております。 

実際にイノベーションによって新しい価値を⽣み出し続けることが持続的成⻑につながると、こう
した理念は取締役全員が共有をし、極めて活発な議論を展開しております。無形資産のあり⽅につ
いても、果たして価値を⽣み出し続けるために現在の投資、⼈材で⼗分なのかどうかといったよう
な観点からも、多様な質問や意⾒が出ております。 

お伝えしたいことは、決して取締役会の場だけに閉じこもっていないということです。取締役討議
会というものも⾏っています。さらには、本⽇説明があったような技術、商品について、きちんと
理解をするために、さまざまな展⽰会あるいは⼯場にも⾜を運び、⽬で確かめる。そして体で感じ
ながら理解を深めようと努⼒を続けております。これが⼀つです。 

もう⼀つは、社外取締役に関しては、多様な経験を持つ⼈材がそろっています。製造、⾦融、投
資、法律、こういった分野からこうしたイノベーションに関する議論に参画していきますけれど
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も。⼀⽅で、それぞれのこれまでの経験を LIXIL のメンバーの⼈たち、執⾏サイドに伝えていくと
いうことも積極的に⾏うようにしております。 

⼀つ例を申し上げますと、製造部⾨の中枢で、他社で仕事をしてきた⼈が、⾃分⾃⾝の過去の経験
から得た⽰唆について、LIXIL のメンバーの⼈たちに語り掛ける、これは講演会という場もありま
すし、討議会にメンバーとして参加するという場もあります。そういう形で、LIXIL の⼈たちの視
野が、あるいは問題意識がより広がっていくということ。より意味のある、インパクトのあるイノ
ベーションにつながっていくように貢献するという努⼒もしております。 

このように、決して取締役会というだけではなくて、広範囲にイノベーションに関与しているし、
これからも関与し続けたいと考えております。 

司会 [M]：ありがとうございました。では、本⽇ご参加いただいている皆様からご質問が⼊ってき
ておりますので、そちらをご紹介させていただきます。では、SMBC ⽇興証券、川嶋様、ご質問
よろしくお願いいたします。 

川嶋 [Q]：ご説明ありがとうございました。先ほど来ご紹介いただいた LWT Japan、あるいは
LHT の商品、イノベーション、技術を活⽤したいろんな製品、商品ありますが、こういったもの
は以前から発売されているものもあるかと思うので、どういった実績推移なのか。それは期待と⽐
べて良いのか悪いのか。 

普及への課題としてはコスト⾯が⼤きいとは思うんですが、それをお客様は価値とコストの価格の
中でどういう評価をされていて、あるいはそれをどう御社として売上を伸ばすために⼯夫の余地が
あるのかないのか。各コスト⾯の課題が⼤きくて、正直壁にぶつかっているところもあるのか。代
表的な製品でご紹介いただけるところがありましたら教えていただけますか。よろしくお願いしま
す。 

司会 [M]：では、まず実績推移や課題感などについてということですが、LHT の吉⽥さんから、
お願いいたします。 

吉⽥ [A]：それでは私からですと、「PremiAL」と呼ばれている低炭素アルミです。こちらについ
ては、やはりリサイクル率の⾼い商品というのはお値段が⾼くなってしまうということで、当初は
環境に⾮常に感度の⾼い需要家の⽅に限定されていたんですが。 

直近では、特に海外のお客様ですね。きょうは具体的なお名前は出せないですが、皆さんが誰もが
ご存じのようなグローバル企業さんから⼤きな受注をいただいていたり。また、⽇本も先ほどご説
明させていただきましたが、来年度から新しい制度がスタートするということを受けまして、現
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在、⾮常に多くのお問い合わせをいただいているということで。そういった意味では、⾮常に
「PremiAL」についてはこれからの販売量の拡⼤については、⼿応えを感じている状況です。 

⼤⻄ [A]：それでは私から、説明の中でも触れたのは浄⽔、それからシャワートイレでした。それ
ぞれ 100 億円、それから 500 億円以上の売上規模に育っていまして。こういったものは既に既存
事業の利益の柱としてさらに拡⼤していくという意味で、例えば浄⽔であれば、ああいう
「Greentap」といったミネラルを付加するという形で応⽤範囲を広げていくということで、こち
らは成⻑軌道に乗っています。 

もう⼀つは、LIXIL International R&D のプレゼンテーションでも触れられていましたが、
「PUREFOAM」「KINUAMI」という泡のシャワーですね。あれは⽇本で最初に市場投⼊しまし
た。当時はクラウドファンディングを使って、実験として商品を市場に出し、売れるは売れたんで
すけど、やはり初期投資、それから原価の⾯で⾮常に苦しみました。 

ただ、ここでポイントになるのは、当社はグローバル企業だということです。⽇本でつくり出し
た、そういった新しい技術を、⽇本だけでなく⼀気に海外のほうで展開する。実際、直近は中国で
発売して、さらにはヨーロッパで発売をしています。こうすることで⽣産量が 10 倍以上に⼀気に
拡張できるということで、短期間の間にコストダウンを図って、いわゆるその商品の柱として、コ
ア商品として成⻑させることができる。このイノベーションと、世界の主要線展開を考えていく
と、新しい技術であっても短期間に収益の柱に育てていくことができる。むしろそういうふうに進
めていくところに⼒点を置いて進めているということです。 

栗本 [A]：海外の製品でいいますと、⼀つは今、⼤⻄から説明のありました「PUREFOAM」です
ね。こちらは、今年の 1 ⽉から中国で、先⾏で発売しております。ヨーロッパは 3 ⽉の展⽰会以降
でオーダーを受注開始している状況ですが、まだ数字は積み上がっていないんですけど。例えば中
国でいいますと、具体的な数字は申し上げられないですが、われわれの想像以上に順調に推移して
います。 

また、特にシャワーのシステムとセット、単品という形で販売させてもらっていますが、
「PUREFOAM」を⾒て、気に⼊ってショールームに来ていただくお客さんが、いろんな都合で
「PUREFOAM」は買えなかったけれども、当社の例えば GROHE のシャワーシステムを買うとい
った相乗効果も⽣んできておりますので、われわれの予想以上に⼤きな反響が出ているんではない
かと考えております。 

瀬⼾ [A]：川嶋さんの質問にダイレクトに数字としてなかなか説明しにくいので分かりにくいとこ
ろもあるかと思うんですけれども。例えば LHT の「PremiAL」は、本来、今まで普通のアルミで
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やっていたものを、こういった「PremiAL」に変え切り替えてくところでいくと、利益率を上げる
という効果があると思っています。 

⼀⽅で LWT Japan に関して⾔うと、今年⾮常に経営環境が厳しい中でいったとき、⽐較的 LWT 
Japan が頑張れたのは、この種類の新しい商品を多く出すことができたということで、今年にな
って⽬に⾒えて効果が現れたかと思っています。 

⼀⽅、LI はそれをこれから広げるという段階ですけれども、今回、先ほどご紹介しました ISH で
紹介した感覚でいくと、環境に感度が⾼いヨーロッパのお客様には響いたかと思っていますが、こ
ちらは数字という⾯では、まだご説明できるようなものではないかなと思っています。 

川嶋 [M]：ありがとうございました。 

司会 [M]：それでは、三井住友トラスト・アセットマネジメント、⽵川様、ご質問をどうぞ。 

⽵川 [Q]：いつもお世話になっております。LIXIL というと、やはり LIXIL と名前を変える前か
ら、世の中の住宅設備で新しい⾰新的な商品というのを出してきていて。例えばタッチ⽔栓だと
か、競合よりも先にいろんなものを出していて、次はどんなものがイノベーションしていくんだな
んて⾮常に楽しみな会社だなと⾒ておりまして。 

私も最近「エコカラット」を壁に貼らせていただいたりとかして、⾮常に雰囲気が変わるとか、機
能性のところは⽬で⾒えないので何とも⾔えないんですけど、気持ち的には空気がきれいになって
いるのか、湿度が下がっているかどうか分かりませんけれども。そういうのを含めて、⾯⽩い商品
をつくられているなという意味では、私⾃⾝は⾮常に技術⾯で⾼い評価をさせていただいていると
思っています。 

⼀つ⽬の質問ですけれども、こういうインパクトな商品、環境に優しい商品だとか、いろんなこと
を考えていらっしゃる、その商品をやることによって、お客様の感度はちゃんと付いてきているの
かなって、どうなんだろうというのが疑問でありまして。 

例えば、不動産会社の⽅とお話をしていましても、環境にいいビルをいくらつくったとしても、な
かなか賃料に反映されないと。要は投資にかかる⾦額だけがすごく増えるんだけれども、それが収
益として⾒合わないというようなところがちょっとあって。結構欧州とかだったら、そういう認証
で星がいくつみたいなところだと、周辺よりも賃料⾼くてもいいよといった話もあるんですが。⽇
本ってなかなかそういうのがなじんでいないといったことが、不動産会社の⽅と話をしているとあ
るそうです。 
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こういったインパクトのある商品に取り組まれることによって、消費者がちゃんとそれに付加価値
を⾒いだして、それに対してお⾦を払うような形になってきているのかどうか。多分そこが⼀番御
社の課題である事業利益率の改善というところにストレートに効いてくる部分だと思うので。その
辺り、今どんな状況で考えていらっしゃるのかなと、それを教えていただきたいのが⼀つ⽬です。 

瀬⼾ [A]：それは結構痛いところを突かれた質問だと思っています。ただ、LHT と LWT でだいぶ
事情が違うので。まず、LHT の商品そのものというのは、そもそも差別化が難しい商品でした。
窓のサッシであったりとか、ドアであったりとか。そういった中でいったとき、エンドユーザーの
⽅が、これは環境にいいアルミだから⾼く払うということは、おっしゃるとおりほとんどないで
す。ただ、今、いろんな国の規制とか、それからいろんな企業が強いられている⽬標の中で CO2

をこれだけ削減してくださいという数字が強いられてきているんで、そういった関係で特にビル関
係では多少⾼くてもそれは買いますと流れは変わってきています。 

それから、先ほど「レビア」という循環型素材がありましたけど、こちらもやっぱり公共団体、地
⽅の例えば市とかですね、それからスタジアムをつくりますとか、公共的な⽬的があるときに、そ
こに関してそういうものを使いましょうと⾼めの値段を出してくれることで利益が改善するという
部分はあります。 

恐らく消費者の意識はこういう建材に⾼いお⾦を払うことに、なかなかなりにくいだろうなとは思
っているので、そこは今回の窓の補助⾦も含めた、国を巻き込んでいくとか、それからヨーロッパ
の政策に乗っていくとか、そういったことを考えていかなくちゃいけないんだと思います。 

⽔まわりの商品に関して⾔うと、環境で強いられているケースもあります。例えばカリフォルニア
であったりとか、サウジアラビアであったりとか、それからヨーロッパの各国に関して、⽔の使⽤
量が限られてきたりとか、お湯を温めるための使⽤量が限られてくると、その中でももっとシャワ
ーを⼤量に浴びたいと思ったときに、先ほどご説明した「EVERSTREAM」みたいなものを活⽤し
たりとか、そういったことはあります。 

⼀⽅で、⽔ということに限ってくると、今度は消費者に⾼くベネフィットがあるのは、健康にい
い、おいしいという部分だと思います。そういった意味では、われわれのフィルター技術というの
は、環境に響いている部分よりも、むしろそういったところもあるかなと思います。 

⼤きくまとめて⾔うと、環境そのもののベネフィットというのは、個⼈がそこに対して⾼いお⾦を
払うことは必ずしもないけれども、例えばペットボトルの規制であったりとか、それから国ごとに
⼀企業に与えている CO2 の削減量の制限であったりとか、そういった必要性から需要が増えてき
ているというのが現状かなと思います。 
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国がやっていく規制の中で、その規制の中でも⾃分の⽣活を維持したいという⼈に対する環境対策
商品が⽣きてくるというのが、ペットボトルの対策になる「Greentap」、それから「GROHE 
BLUE」みたいな商品。それから、「EVERSTREAM」のように、ずっとシャワーが流れ続けるよ
うなものとか、それから⽔流を調整することによって⽔を強く感じるということで、⽔流量が少な
いところでも楽しめるものといった形で、消費者が⾃分の意識で払ってくれるものというのは、環
境というよりは、環境の制限の中で⾃分たちがエンジョイしたいことに対して答えるということに
なってくると思います。 

 

⻄浦 [A]：取締役会ならびに社外取締役の意⾒交換会においても、今ご指摘の点についてはかなり
議論が⾏われています。 

きょうご説明したような形で、随分いい価値を⽣み出し続けているんですけれども、その価値につ
いて消費者の⽅々、そして間に⽴つ⼯務店や設計⼠の⽅々にまだまだ⼗分伝えきれていないと。こ
れをどう伝えていくかというのが、まさに当社にとって⼤きな経営課題になっていると取締役会の
中でも議論をしております。 

司会 [M]：では、⽵川様の 2 問⽬のご質問に移りたいと思います。お願いいたします。 

⽵川 [Q]：せっかく社外取締役がご出席いただいていますので、それに絡むところで少しお伺いで
きればなと思っています。 

株価、今、PBR1 倍割れているような状況で、これをどう 1 倍に上げていくのかというところで。
⼀つやられているのは、ROE をどう改善させていくのかみたいなところ。これは今お話ずっとさ
れているように、こういったような新商品だとか、コスト削減だとかということで、事業利益率を
どう上げていくのかは課題の⼀つでしょうということで。これはもう⼀⽣懸命ずっと取り組んでい
らっしゃるかなと思うんですね。 

もう⼀つは PER というところがあって。これは今、EPS が低すぎるのでなくて、PER がものすご
く⾼くなっているように⾒えるんですけれども。そもそもどう、この PER を改善させていくのか
みたいなところの⼀つに、株主資本コストをどう下げていくのかみたいな中では、情報開⽰の⼀つ
として、会社計画に対する精度の向上が⼀つ⼤事なのかなと思っていまして。 

過去⾒ておりますと、出した期初の計画に対して、いろんな事情があることは重々承知しているの
ですが、なかなかこれを達成しない状況が続いていると思います。これはもういろんな理由がある
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ので、そこをどうこうということではありませんけれども。しかし、出した計画に対しては達成し
ていくという実績を積み上げていくことが⼀つ⼤事かなとは外から⾒ていて思います。 

それともう⼀つ⼤事なのは、どう期待成⻑率を上げていくのかというなところで。そういう意味で
は、情報開⽰という意味では、きょうやっていただいているような、こういった説明会も⾮常にい
いことだと思うのですが。あと、中期経営計画みたいなところが、2017 年以降ストップしており
ますので。これもいろいろ事情があるとは重々承知していますけれども、この会社はどういうとこ
ろに課題があって、どういうふうに今取り組んでいて、最終的にどういう⽅向を持っていくから、
どれぐらいの利益を⽬指すんだみたいなものを⾒せていかないと、そういう会社に安⼼して投資し
ていくという意味ではどうなのかなと思いますので。 

会社計画の精度をどう上げていくのかといったようなところだとか、中期経営計画について、取締
役会を含めて、どんなような議論がされていて、社外取締役としてもどういう認識をお持ちなのか
というところを少しお聞かせいただきたいと思います。よろしくお願いします。 

⻄浦 [A]： 1 問⽬、2 問⽬併せて、まさに取締役会ならびに社外取締役の問題意識をそのまま⾔い
当てておられます。 

今、2 問⽬でおっしゃった点については、これは取締役会として LIXIL Playbook で⽰したような
⽅向性について、現在の進捗状況はどうなっているのか、そして各取り組み課題に対して成果はど
うだったのか、それをきちんとモニタリングしていくような仕組みをもっと充実させていこうと、
そういう問題意識を瀬⼾はじめ執⾏陣に提⽰をしまして。実はまだ 2 週間ぐらい前ですけれども、
中期計画について取締役会で、そして取締役討議会という、より⻑時間の場において議論したばか
りです。 

ですから、まさに今ご指摘のような点について、これからさらに充実したものをつくり、そして皆
様⽅にもお伝えできるようになってくると理解をしております。 

瀬⼾ [A]：実際にその計画どおりできなかったことに関しては、どのようなことが起こったとして
もそこは。 

⽵川 [M]：決して責めているわけでもありませんので、⾃分はよく分かっています。 

瀬⼾ [A]：ただ、その中で今おっしゃった 2 問⽬の質問に関わってくるところですけど、コロナで
あったりとか、⾦利が上昇してきたり、そして下がったようなことに関して、今回トランプ政権に
よる影響で、また難しくなったところはありますけど。やっぱりどこかで落ち着いて、少し⻑い⽬
線のものを出さなくちゃいけないということで、先ほど⻄浦さんがおっしゃったようなことを考え
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ています。どういった形で皆さんにそれをご紹介することになるかということは、もう少し当社の
中で決めさせていただいて、ご説明の機会をつくらせていただくと思います。 

⽵川 [M]：ありがとうございます。やはり皆様が投資家の⽴場になって、これからお客様からお預
かりした資⾦を運⽤していく⽴場になったときに、期待値が⾼いから LIXIL に投資する、それをい
くらこのアナリストが⾔ったところで、それに⾒合うエビデンスだとか、そういったものはどうな
っているんだっていったときに、それはないというと、それはアナリストを信⽤するのであって、
LIXIL を信⽤しているのかというような、ちょっと⾒られ⽅もされかねないので。 

会社としてどういうふうに⾃分たちは歩んでいくのか、成⻑銘柄として⾒られるのか、それともバ
リューの銘柄として⾒られたいのか。多分成⻑系として⾒られたいと思いますので、そのためには
どんなことを考えていて、過去どういうものがいまいちだったので、そこを今直していますという
な、PDCA がずっと⾒られるような形で、ずっとこの四半期ごとの説明会とかでお話をされていく
と、株式市場、投資家からの信頼度というのが⾼まってくるかなと思いますので、ぜひ機会を持っ
ていただきまして、情報開⽰していただけたらなと思います。 

瀬⼾ [M]：アドバイスどうもありがとうございました。 

司会 [M]：それでは、続きまして、報道関係の皆様のご質問のお時間とさせていただきます。産業
新聞、増岡様、ご質問をよろしくお願いいたします。 

増岡 [Q]：いつも⼤変お世話になっております。産業新聞社の増岡です。「PremiAL」に関して、
⼤きく 2 問お願いいたします。 

まず 1 点⽬が、25 年度の売上や引き合いに関してお伺いしたいんですけれども。昨年度の決算説
明会で、抽象的な売上⽬標に 3,000 億円という数字を出されていました。きょうの資料だと、昨年
の 10 ⽉時点だと 300 億円の引き合いがあったというお話でしたけれども。25 年度、先ほどの欧
州、海外からの引き合いもあるというお話もあって、どういった分野での引き合いが今後増えてく
ると思われているのか。また、⼤体 24 年と⽐べてどれくらい額が増えそうか、その辺りを少しお
聞かせ願えればと思います。 

吉⽥ [A]：現在、海外ですと、例えば⾃動⾞関係、それから産業品系ですね、そういったものから
の引き合い、また海外のカーテンウォールのメーカーさんからの引き合いというものでご注⽂をい
ただいております。 

今、現時点で⾒通しとしては今年度で 400 億円ぐらいはいくかなと思っております。また、現在
「PremiAL」の R70 と R100 という⼆つの商品でございますが、現在もリサイクル率の⽐率はだい



 
 

 

サポート 

⽇本    050-5212-7790      
フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

47 
 

ぶ上がっていますので、ここのリサイクル率が上がっている分で、もう少し PremiAL の⽐率を上
げていこうということで、今年度中には別な形でもう少し細かい数字を発表させていただけると思
いますので、ご期待いただければと思います。 

増岡 [Q]：ありがとうございます。そのカーテンウォールや⾃動⾞産業というのは、もう欧州向け
が結構メインになりますか。 

吉⽥ [A]：いえ、欧州だけではなく、⽇本の会社さんからも今現在、多くの引き合いをいただいて
おります。特に先ほどの⼤成建設様の映像にもありましたが、外装材のところで、なかなか CO2

の排出量を減らす有効な⼿だてがないという中で、先ほどの⽇本の法律といいますか、規制の変化
に伴って、ここの分野においてはかなり多くのポテンシャルがあるんじゃないかなということで期
待をしております。 

増岡 [Q]：今年はスクラップ⽐率を⾼めた詳細を発表されるということですが、具体的には例えば
80%とか、そういった 70 と 100 の間のようなものを出されるとか、データを公開されるとか、そ
ういったことでしょうか。 

吉⽥ [A]：そうですね。むしろリサイクル率はもう少し低いのですが、バリエーションをもう少
し、お値段的にももう少しお安くしながら、多くの⽅に低炭素アルミを使っていただけるように、
そちらのほうを広げていく予定でございます。より広く、多くの⽅にお使いいただけるものに拡⼤
していきたいと考えています。 

増岡 [Q]：そういったところで、今、エクステリアとかやられていますけど、住宅⽤の建材とかに
も使⽤できるようにというのも考えておられますか。 

吉⽥ [A]：おっしゃるとおりです。住宅⽤のアルミの建材、エクステリア、住宅⽤のサッシ、加え
て最近ですと内装のインテリアの建材にもアルミは使われておりますし、それから LWT 向けのキ
ッチン等々の商品も、当社が供給するアルミの製品についてはもう「PremiAL」の⽐率を限りなく
⾼めていくということを考えております。 

増岡 [Q]：もう 1 点、アルミスクラップに関してお伺いしたいんですけれども。もちろん今、国内
のサッシ各社さん、低炭素アルミの施策というのは注⼒されていると思うんですけれども。これは
国内のスクラップ活⽤というのは何となくイメージがつきますが、海外、主に東南アジアといった
アジア圏からのスクラップの調達というのも考えられていると聞いたことがあります。 

御社は、今後脱炭素⽬標に向けて、海外からのアルミスクラップの調達はどのように進めていかれ
るのか、少しお伺いできればと思います。 
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吉⽥ [A]：先ほどもお話しさせていただきましたが、私どもで⾔いますと、タイとベトナムにアル
ミの材料⼯場がございます。こちらも既に「PremiAL」の認証を取っているので、現時点でも⾮常
に⾼いリサイクル率のアルミを調達できております。 

それこそ 25 年間かけまして、つくる技術もそうなんですが、調達のネットワークをずっとつくっ
てきたことが当社の強みになりますので、現時点でもタイ、ベトナムで安定的にリサイクル材、ス
クラップの調達ができる状態ができているということになります。 

増岡 [Q]：タイとベトナムは、もう地産地消でスクラップは使われているということですか。 

吉⽥ [A]：はい、そうです。 

増岡 [Q]：逆に⽇本に向けて東南アジアから⽇本に出すという調達はあまり考えられていないとい
うことですか。 

吉⽥ [A]：現時点、国内でかなりアルミのスクラップは出ているんですが、逆に国内のアルミスク
ラップが海外に今出ている状態ですので、国内のスクラップ材を調達することについても、これは
国内は国内でと考えております。 

増岡 [M]：分かりました。ありがとうございます。 

司会 [A]：補⾜となりますが、リサイクルアルミの使⽤⽐率に関しましては開⽰がされておりまし
て、24 年 3 ⽉期実績としては 78%となっておりますので、こちらを 2031 年 3 ⽉までに 100%を⽬
指しますというのがわれわれの⽬標値でございます。 

司会 [M]：ありがとうございました。これをもちまして質疑応答を終了させていただきたいと思い
ます。お時間の関係でお受けできなかったご質問がありましたこと誠に申し訳ございませんでし
た。 

追加のご質問に関しましては後⽇ IR 室・広報までご連絡いただければと思います。あらためてご
回答させていただきます。何とぞご理解のほどよろしくお願いいたします。 

それでは、これをもちまして、株式会社 LIXIL、インパクト説明会を終了させていただきます。本
⽇はご参加いただきまして、誠にありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 
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1. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を⽰す 
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します。なお、本項における「損害、損失、費⽤」には、直接的損害及び通常損害のみならず、逸
失利益、事業機会の喪失、データの喪失、事業の中断、その他間接的、特別的、派⽣的若しくは付
随的損害の全てを意味します。 
 
本資料に含まれる全ての著作権等の知的財産権は、特に明⽰された場合を除いて、当社に帰属しま
す。また、本資料において特に明⽰された場合を除いて、事前の同意なく、これら著作物等の全部
⼜は⼀部について、複製、送信、表⽰、実施、配布（有料・無料を問いません）、ライセンスの付
与、変更、事後の使⽤を⽬的としての保存、その他の使⽤をすることはできません。 
 
本資料のコンテンツは、当社によって編集されている可能性があります。 


